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せいてつ記念病院様 オーダリング・医事会計システム稼働トピックス

このたび、医療法人楽山会せいてつ記念病院様（岩手県釜石市）において、弊社が提供する病院情報システム「iMedic/
O」（オーダリングシステム・医事会計システム）への旧システムからの切り替えが完了し、令和３年４月に本稼働
いたしました。

せいてつ記念病院様は、明治35年１月に釜石製鐵所付属
病院として設立、昭和45年９月の現所在地への移転の際に
一般病院として開設されました。平成２年４月には医療法
人楽山会を発足し、現在のせいてつ記念病院となって医療・
介護・福祉が連携したサービスを提供する医療法人として
地域医療の中心的役割を担う拠点となっています。

今回、病院様がシステムリプレースをご検討されていく
中で、弊社システムのご利用経験がある職員様からのお声
掛けがきっかけとなりました。

弊社は早速、ご期待に添えるよう専門チームを発足させ、病院様のニーズの実現や現状課題の改善策など、病院様
の視点に立って繰り返しご提案させていただき、地域に根付いたサービスの提供と更なる患者サービスの向上を望む
病院様のご意向とマッチしご採用いただきました。
旧システムからスムーズに移行ができるよう準備を進め、ご提案からシステム導入まで病院様と密に連携し、信頼
関係を築きながら無事稼働することができました。また、新型コロナウイルスの影響など様々な制限がある状況下に
おいて短期間でシステムを稼働できましたことは、病院様の多大なご理解とご協力による賜物と存じます。

最後に、新型コロナウイルスに翻弄される日々が続く中、最前線にて健康福祉に貢献されておられる医療従事者、
介護従事者の皆様に心より敬意と感謝を申し上げますとともに、一日も早い収束とご自愛を心よりお祈り申し上げます。
弊社は社員一丸となって、今後も医療機関様の幅広いニーズに応えるよう取り組んでまいります。

平素より弊社の製品・サービスをご利用いただき、厚く御礼申し上げます。
弊社の事業活動がお客様に満足いただけているかを把握し、お客様にとってより
信頼できるパートナーとして改善努力を図っていくために、３年ごとに「お客様ア
ンケート」を実施しています。
今年度は「お客様アンケート」の実施年にあたり、７月にアンケートをお配りす
る予定です。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、何卒ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。
私どもの活動への評価や今後の期待など、忌憚のないご意見をお寄せください。

お客様アンケートご協力のお願いご案内



ICS ネットワーク　2021.07　Vol.83

2

このパンフレットは
FSC承認紙を
使用しています

本　　　社： 〒020-8544　岩手県盛岡市松尾町17番8号
 TEL：019-651-2626　FAX：019-651-2693
一関事業所： 〒021-0902　岩手県一関市萩荘字下中田9番地1
 TEL：0191-24-3888　FAX：0191-24-3750
秋 田 支 店： 〒010-0951　秋田県秋田市山王2丁目1番54号　三交ビル
 TEL：018-865-6171　FAX：018-865-6121
青 森 支 店： 〒030-0862　青森県青森市古川2丁目20番6号　AQUA古川2丁目ビル
 TEL：017-722-6560　FAX：017-732-3602
仙 台 支 店： 〒980-0803　宮城県仙台市青葉区国分町一丁目6番18号　東北王子不動産ビル4階
 TEL：022-722-7622　FAX：022-722-7644

※掲載記事等の無断転載を禁じます。

https://www.ics.co.jp/

いつまでも若々しくいつまでも若々しく

新型コロナウイルスワクチンの一般向
け接種が始まりました。わずか1年程で
ワクチンを実用化させた医薬技術の進
歩に驚かされます。国は11月頃までに
希望者全員への接種を完了することを目
指しているようですので、年明けにはコ
ロナが収束することを願うばかりです。
次号Networkは10月発行予定です。

編集後記

年齢を重ねていくと、食事の量が若い頃よ

りも減りがちです。食事の支度もおっくうに

なり、朝はパンとコーヒー、昼はカップ麺、

夜はお弁当、なんていう食事になりがちですが、そのままでは筋肉

量が減少して「サルコペニア」という状態になってしまいます。

サルコペニアとは、加齢によって筋肉量が減少した状態のことで

す。サルコペニアが起こると、まず歩くのが遅くなります。その後徐々

に着替えや入浴などの日常生活動作も困難になっていきます。体を

支える筋力が低下するので転倒や骨折の危険性も増します。

前述のような糖質に偏った食事をしている人は、筋肉量を維持す

るためにたんぱく質の摂取を心がけましょう。肉や魚の動物性たん

ぱく質は１日３食のうち２食でとります。また、手軽にたんぱく質を

とれる食品も活用しましょう。納豆や豆腐、牛乳や卵などです。１回

の食事でたくさんの量をとれない人は、間食でとりましょう。ヨーグ

ルトやプロセスチーズなども良いです。

併せてウォーキングや筋肉トレーニングなどの運動も行うことも

大切です。

－ 食べる量が減ってきたら －
指輪っかテスト

手順
①　椅子に座って両足を床に付ける

②　 前かがみになってふくらはぎの一
番太い部分を、両手の親指と人差
し指で囲む

③　 指先とふくらはぎの間に隙間ができ
ていないかチェックする

判定
Ａ　指先どうしがくっつかない
→サルコペニアの危険性は
　ほとんどない

Ｂ　ちょうど囲める
→サルコペニアの可能性は
　Ａの場合の2.4倍

Ｃ　隙間ができる
→サルコペニアの可能性は
　Ａの場合の6.6倍

今年４月、弊社は新たに10名の仲間を迎え入れました。今年の新入社員
は、コロナ禍で就職活動が大きく変化する中、その変化に対応して乗り越
えてきた新人たちです。
新型コロナウイルスの感染拡大が収束しない状況でしたが、感染対策を
万全に行って入社式を実施し、新社会人としてのスタートを切ることが出
来ました。
新入社員研修はビジネスマナー研修から始まり、その後、システム開発
に必要な基礎知識や技術を学ぶ研修を約２ヶ月にわたって受講しました。
技術研修では、講師から講義を受けるだけではなく、受講者同士で研修
の内容を補足し合うことで、相互に理解が深まるという相乗効果も生まれ
ています。
現在は研修期間が終了し、いよいよ配属先での業務が始まりました。今
後は皆様のところにお伺いする機会があると思いますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

新しい仲間たちが社会人のスタートを切りましたトピックス

令和２年度の技術論文発表者


